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大
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サ
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ク
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を

  

連
載
で
紹
介
し
ま
す
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大
人
の
部
活

地
元
の
仲
間

（左から）ホルンの田村和俊さん、ヴィオラの秋山愛美さん。
この日は降り番（おりばん／出番なし）にもかかわらず、自主練習のために
来ていたトランペットの松本麻未さん。

年２回の定期演奏会はアクトシティ浜松大ホールで開かれる。写真は、昨
年３月に行われた第86回定期演奏会の様子。

世界で初めて発売された鍵盤ハーモニカ
「メロディオン スーパー34」。

教育用楽器として、他の楽器と合
奏した際にも美しい音色にまとま
るように設計、調律されている。

厳
し
い
要
求
に
応
え
て
共
に
目
指
す

美
し
く
優
雅
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

アマチュアオーケストラ

浜松交響楽団

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど

の
弦
楽
器
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
フ
ル
ー
ト

な
ど
の
管
楽
器
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
な
ど
の
打

楽
器
で
編
成
さ
れ
る
大
楽
団
。
そ
れ
ぞ
れ

の
異
な
る
音
色
が
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
っ

て
奏
で
ら
れ
る
、
厚
み
の
あ
る
響
き
が
魅

力
だ
。

　

設
立
か
ら
44
年
の
歴
史
を
誇
る
浜
松
交

響
楽
団
は
「
は
ま
き
ょ
う
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
。
入
団
に
は
厳
正
な
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
交
響

楽
団
と
し
て
は
全
国
屈
指
の
水
準
に
あ
る

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
団
員
は
23
歳
か
ら

80
歳
ま
で
の
１
１
０
人
。
楽
器
メ
ー
カ
ー

に
勤
務
す
る
人
か
ら
教
員
、
医
師
、
主
婦

ま
で
多
彩
だ
。
練
習
は
毎
週
水
曜
夜
の
２

時
間
半
、
み
っ
ち
り
行
わ
れ
る
。

　

定
期
演
奏
会
に
向
け
た
練
習
初
日
。
集

ま
っ
た
の
は
そ
の
日
練
習
す
る
曲
の
「
乗

り
番
」（
出
番
の
あ
る
人
）
だ
け
で
お
よ

そ
80
人
。
仕
事
を
終
え
て
18
時
半
に
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
体
制
で
着
席
。
近
代
ロ

シ
ア
を
代
表
す
る
作
曲
家
、
プ
ロ
コ
フ
ィ

エ
フ
が
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を

題
材
に
書
い
た
バ
レ
エ
組
曲
の
譜
読
み
が

行
わ
れ
た
。

　

譜
読
み
は
、
本
番
に
向
け
た
練
習
が
始

ま
る
最
初
に
、
奏
者
全
員
が
集
ま
っ
て
実

際
に
演
奏
し
な
が
ら
楽
曲
の
あ
ら
ま
し
を

理
解
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
初

日
な
が
ら
、
奏
者
は
一
通
り
自
分
の
パ
ー

ト
を
演
奏
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

組
曲
の
抜
粋
と
い
っ
て
も
、
通
し
で
演

奏
し
て
45
分
。
練
習
指
揮
者
の
指
導
の
下
、

２
〜
３
小
節
ず
つ
を
合
奏
し
て
は
注
意
点

を
共
有
し
、
２
週
か
け
て
ひ
と
わ
た
り
を

譜
読
み
す
る
。

「
音
程
、
音
色
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
音
の
表

情
な
ど
、
時
に
は
指
揮
者
か
ら
厳
し
い
要

求
が
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
て
は
本

番
の
た
め
。
私
に
と
っ
て
は
有
名
な
指
揮

者
や
ソ
リ
ス
ト
と
の
共
演
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
」（
松
本
さ
ん
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
よ
う
に
、一
人
に
一
台

オ
ル
ガ
ン
の
よ
う
に
、音
階
が
見
え
る
楽
器

 

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
く
ら
い
の
曲
な
ら
、

ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
な
か
っ
た
人
で
も
弾

け
る
。
小
学
校
の
音
楽
の
授
業
で
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
た
お
か
げ
だ
。

　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
教
育
楽
器
と
し
て

普
及
し
た
の
は
昭
和
40
年
代
。
そ
れ
ま
で

は
オ
ル
ガ
ン
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
使
っ
た
授

業
が
中
心
だ
っ
た
。
た
だ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

に
は
目
で
確
認
し
な
が
ら
演
奏
で
き
る
鍵

盤
が
な
い
た
め
、
子
供
た
ち
に
音
階
を
教

え
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
当
時
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
製
造
し
て
い
た
鈴
木
楽
器
製
作
所
に
よ

り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
よ
う
に
安
価
で
、
オ

ル
ガ
ン
の
よ
う
に
教
え
や
す
い
鍵
盤
楽
器

を
目
指
し
て
開
発
さ
れ
た
。
鍵
盤
を
押
さ

え
、
息
を
吹
き
込
ん
だ
時
に
内
部
で

リ
ー
ド
と
い
う
小
さ
な
金
属
板
が
振
動
し
、

音
が
鳴
る
仕
組
み
だ
。

　

子
供
た
ち
が
楽
し
く
、
扱
い
や
す
く
、

安
全
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
、

50
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
小
学
校
の
音

楽
教
育
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
今
や
ア
ジ

ア
を
中
心
に
海
外
の
教
育
現
場
に
も
広

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

久
し
ぶ
り
に
音
を
出
し
て
み
れ
ば
、

き
っ
と
懐
か
し
い
思
い
出
が
蘇
る
は
ず
だ
。

実はコレ。浜松ゆかりの
モノなんです。

鈴木萬司が1953年にハーモニカ製造を開始
し、翌1954年に株式会社鈴木楽器製作所を設
立。1961年に鍵盤ハーモニカ第一号「メロディ
オン」を開発。現在は、鍵盤ハーモニカをはじ
め、トライアングルや鈴などの打楽器、三味線
や箏などの和楽器といった教育用楽器の他、プ
ロミュージシャン向けのオルガン、ハーモニカ等
を製造している。

株式会社 鈴木楽器製作所

年間生産数

〈中区領家〉

鍵盤
ハーモニカ

フロムはままつ

40約 万本

HAMAMATSU!
暮らしや身近な製品・技術・サービスで
浜松発、もしくは浜松の企業が
関わっているものをピックアップ！
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